
は
じ
め
に

東
京
大
学
総
合
研
究
資
料
館
医
学
部
門
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
東
京
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
標
本
台
帳
」
は
明
治
三
十
年
頃
、
小
金
井
良

精
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
一
八
五
八
’
一
九
四
四
）
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
分
厚
い
台
帳
の
第
一
頁
を
開
く
と
、
冒
頭
に
ｚ
ｏ
岸
・
芹
冨
号
一
．

国
○
冒
且
．
ぐ
。
冒
国
①
目
ｇ
ｏ
ｏ
月
旦
唖
国
富
胃
呉
冨
凹
冨
匡
日
Ｃ
ｓ
喝
“
８
２
宮
と
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
一
号
標
本
の
オ
ラ
ン
ダ
人
頭
蓋
骨

（
図
１
）
を
寄
贈
し
た
松
本
軍
医
総
監
と
は
か
っ
て
江
戸
の
医
学
所
三
代
目
頭
取
を
務
め
た
松
本
良
順
で
あ
る
。
こ
の
頭
蓋
骨
は
良
順
が
長
崎
に

お
い
て
師
事
し
た
ボ
ン
。
へ
Ｃ
Ｏ
言
自
国
⑩
吻
屋
呂
巨
“
ｏ
皇
〕
鋤
冒
匡
い
ぎ
日
胃
箇
巨
冒
の
①
ａ
９
ぐ
。
。
具
〉
届
＄
Ｉ
ら
畠
）
よ
り
譲
り
受
け
た
と
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
長
崎
に
お
い
て
ボ
ン
・
へ
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
、
師
を
助
け
て
西
洋
医
学
教
育
の
受
入
れ
と
、
附
属
病
院
の
創
設
に
活
躍
し
た
良
順

は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
江
戸
に
召
還
さ
れ
、
西
洋
医
学
所
頭
取
助
（
副
頭
取
）
に
就
く
が
、
こ
の
時
に
頭
蓋
骨
も
江
戸
に
持
ち
帰
り
、
医

学
所
に
お
い
て
教
育
標
本
に
供
し
た
。
ボ
ン
・
へ
の
手
か
ら
松
本
良
順
に
託
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
頭
蓋
骨
は
江
戸
で
は
た
っ
た
一
つ
の
貴
重
な
標

本
と
な
り
、
医
学
生
の
間
で
奪
い
合
い
で
あ
っ
た
。
「
大
勢
の
学
生
が
日
夕
、
手
に
取
っ
て
観
察
し
た
の
で
、
終
に
は
手
垢
で
黒
光
し
て
、
ま

（
１
）

る
で
漆
で
塗
っ
た
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
当
時
の
医
学
所
を
語
る
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
医
官
・
ボ
ン
ベ
が
我
が
国
に
も
た
ら
し
た

頭
蓋
骨
の
由
来
に
関
す
る
調
査

蝿
稚
垂
桂
檸
識
棒
塞
一
卉
賭
麺
需
昭
和
五
十
九
年
四
月
十
六
日
受
付

神
谷
敏
郎
・
金
沢
英
作

413 （53）



こ
の
標
本
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
由
来
が
あ
る
。
ボ
ン
・
ヘ
が
一
八
五
七
年
（
安
政
四
年
）
、
第
二
次
海
軍
伝
習
隊
の
一
員
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
日
本
に
来
る
航
海
の
途
中
で
一
人
の
海
軍
士
官
が
不
幸
に
も
病
に
倒
れ
、
臨
終
に
際
し
て
、
「
せ
め
て
、
頭
骨
な
り
と
日
本
に
持
っ
て
行

っ
て
医
学
教
育
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
い
う
遺
言
を
残
し
た
。
こ
の
同
僚
士
官
の
遺
志
は
ボ
ン
・
へ
の
手
で
実
行
に
移
さ
れ
た
。
同
年
九
月
に

長
崎
に
上
陸
し
た
ボ
ン
・
へ
は
、
周
知
の
如
く
、
五
年
間
の
医
学
教
育
に
遇
進
す
る
が
、
そ
の
際
、
こ
の
頭
蓋
骨
は
解
剖
学
の
教
育
標
本
と
し
て

使
わ
れ
た
。
一
八
六
二
年
、
十
一
月
に
日
本
を
去
る
際
、
ボ
ン
ベ
は
日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
発
展
を
願
っ
て
こ
の
標
本
を
愛
弟
子
の
松
本

良
順
に
託
し
た
。
恩
師
の
意
を
継
い
だ
良
順
は
オ
ラ
ン
ダ
士
官
の
頭
蓋
骨
を
江
戸
へ
持
ち
帰
り
、
活
用
し
た
が
、
こ
の
貴
重
な
標
本
は
明
治
維

新
前
後
の
混
乱
期
に
も
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
保
存
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
の
社
会
の
急
速
な
変
化
の
中
で
、
こ
の
骨
の
存
在
は
忘
れ
ら
れ
て

い
た
が
、
た
ま
た
ま
最
近
に
な
っ
て
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
氏
の
小
説
「
胡
蝶
の
夢
」
の
中
で
こ
の
骨
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
氏
は
そ
の
中
で
、

ボ
ン
・
へ
の
も
た
ら
し
た
頭
蓋
骨
を
「
西
洋
医
学
伝
達
の
印
可
」
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
存
在
意
義
を
改
め
て
強
調
し
て
い
る
。
筆
者
の
一
人
、

神
谷
（
当
時
東
大
講
師
）
は
、
そ
の
骨
が
東
大
に
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
氏
か
ら
の
問
合
せ
を
受
け
て
、
苦
労
の
末
、
そ
の
骨
を
捜
し
出
し
た

（
３
）

が
、
そ
の
時
、
改
め
て
こ
の
い
わ
く
付
き
の
骨
に
つ
い
て
調
べ
て
象
る
と
、
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一
、
骨
の
由
来
に
つ
い
て
の
混
乱

（
４
）

こ
の
頭
蓋
骨
の
話
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
献
の
う
ち
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
鈴
木
要
吾
著
「
蘭
学
全
盛
時
代
の
藺
晴
の
生
涯
」
（
昭

和
八
年
）
と
い
う
本
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
「
安
政
三
年
、
幕
府
の
招
聰
に
応
じ
て
ヤ
ー
パ
ン
号
が
和
蘭
海
軍
教
官
、
お
よ
び
ボ
ン
・
ヘ
を
乗
せ
て

、
、
、

渡
航
中
、
一
人
の
士
官
が
死
ん
だ
、
肝
臓
病
が
重
く
な
っ
て
い
よ
い
よ
絶
望
と
い
う
時
、
軍
医
の
ポ
ソ
ー
ヘ
に
遺
言
し
て
云
う
に
は
：
：
：
（
後
略
）
」

（
５
）

（
傍
点
筆
者
）
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
医
史
学
の
権
威
で
あ
っ
た
呉
秀
三
の
文
献
に
も
同
内
容
の
記
載
が
あ
っ
た
の
で
我
々
は
青
年
士

（
６
）

官
の
死
と
い
う
の
が
航
海
中
で
あ
っ
た
、
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
三
十
三
年
の
松
本
良
順
が
自
分
の
半
生
を
顧
ゑ
る
談
話
を

よ
く
読
む
と
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
：
…
・
其
頭
蓋
骨
は
和
蘭
の
某
と
い
う
海
軍
士
官
で
ボ
ン
。
へ
の
友
人
の
骨
だ
。
ど
う
し
て
又
ボ
ン
。
ヘ
が
之
れ
を
持
っ
て
来
た
か
と
い
う
と
此

、
、
、
、
、
、
、

士
官
が
丁
度
ポ
ソ
・
へ
の
日
本
に
渡
航
す
る
時
分
に
、
肝
臓
病
で
む
つ
か
し
く
な
っ
た
が
、
其
臨
終
に
於
て
ボ
ン
・
ヘ
に
向
い
通
も
自
分
は
起
き
ら

れ
な
い
。
こ
れ
で
は
海
軍
伝
習
の
教
官
と
し
て
日
本
に
渡
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
叶
は
ぬ
か
ら
。
責
而
の
こ
と
に
君
が
お
れ
の
頭
で
も
持
っ
て

い
っ
て
。
生
徒
に
解
剖
の
こ
と
で
も
教
え
て
く
れ
な
い
か
と
遺
言
し
た
。
そ
こ
で
ボ
ン
・
へ
は
友
人
の
遺
志
を
受
け
て
。
其
頭
を
晒
し
て
日
本
に

も
っ
て
き
た
の
だ
。
今
で
も
此
骨
は
東
京
大
学
に
納
め
て
あ
る
が
。
そ
れ
は
私
が
納
め
た
の
で
あ
る
。
（
後
略
）
」
（
傍
点
筆
者
）

傍
点
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
士
官
の
死
は
渡
航
前
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
順
当
で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
良
順
が
い
か
に
三
十
年
以
上
前
の
記

（
２
）

億
を
語
っ
た
も
の
と
は
い
え
、
骨
を
も
ら
っ
た
本
人
が
言
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
最
も
信
瀝
性
が
あ
る
。
林
郁
彦
は
次
の
よ
う
な
記
述
を
し
て
い

、
、
、

る
・
§
「
此
の
骨
に
つ
い
て
は
一
つ
の
美
談
が
あ
る
。
ボ
ン
。
へ
等
一
行
が
本
国
を
出
発
す
る
直
前
に
、
同
行
の
筈
の
一
人
の
和
蘭
士
官
が
急
に
発

病
し
て
死
亡
し
た
。
其
臨
終
に
際
し
、
自
分
の
頭
の
骨
な
り
と
日
本
へ
携
帯
し
て
：
．
：
．
（
後
略
）
」
（
傍
点
筆
者
）
。
こ
の
記
述
は
良
順
の
談
話
を

そ
の
ま
ま
、
や
や
省
略
し
て
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
要
吾
の
文
献
は
一
般
的
な
読
者
を
対
象
と
し
た
い
わ
ゆ
る
読
物
の
類
で
あ
る
か

た
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
青
年
の
‐
も
の
に
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
骨
に
ま
つ
わ
る
由
来
に
つ
い
て
は
混
乱
が
あ
る
。
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二
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
史
料

筆
者
の
一
人
・
金
沢
は
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
三
年
に
か
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
解
剖
学
の
研
究
の
た
め
留
学
し
た
が
、

滞
在
中
に
ボ
ン
・
へ
の
骨
に
関
す
る
史
料
を
捜
す
た
め
、
い
く
つ
か
の
施
設
を
訪
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
、
日
本
関
係
の
史
料
を
最
も
多
く

保
存
し
て
い
る
の
は
ハ
ー
グ
の
国
立
文
書
館
（
且
雷
臂
。
巨
鳥
厚
圏
国
画
畠
）
で
あ
る
。
ヤ
ー
・
〈
ソ
号
や
ボ
ン
。
へ
関
係
の
史
料
は
園
。
８
畳
曽
冒
国

と
い
う
カ
タ
ロ
グ
の
一
八
六
○
年
前
後
を
請
求
す
る
と
大
き
な
紙
箱
に
入
っ
て
出
て
く
る
。
こ
の
中
か
ら
ボ
ン
。
へ
関
係
の
も
の
を
挙
げ
る
と
、

先
ず
相
当
な
量
の
ボ
ン
。
へ
の
手
紙
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
録
ハ
タ
ヴ
ィ
ァ
あ
て
の
薬
や
医
療
器
具
の
注
文
書
、
オ
ラ
ン
ダ
医
療
局
あ
て
の
日
本
で
の

（
７
）

医
療
上
の
問
題
点
、
前
任
者
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
の
こ
と
、
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
宮
永
孝
氏
の
報
告
が
あ
る
が
、

我
為
は
こ
れ
ら
の
中
に
頭
蓋
骨
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
オ
ラ
ン
ダ
人
学
生
に
通
覧
し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
は

無
か
っ
た
。
次
い
で
一
八
五
七
年
の
史
料
一
六
四
○
番
の
二
八
六
号
は
ヤ
ー
パ
ン
号
が
出
島
に
着
い
て
間
も
な
い
頃
の
海
軍
伝
習
隊
員
三
十
七

名
の
給
与
表
で
あ
る
。
隊
長
の
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ヶ
を
は
じ
め
、
ボ
ン
。
へ
、
ト
ロ
イ
エ
ン
等
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
か
ら
乗
船
し

た
ホ
ー
デ
ン
・
ヘ
ィ
ル
（
ジ
ャ
ワ
で
下
船
）
に
代
っ
て
ジ
ャ
ワ
か
ら
乗
り
込
ん
だ
海
軍
主
計
・
ウ
ム
グ
ロ
ー
フ
ェ
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
二
等
航
海

士
の
二
名
、
ラ
イ
ン
と
ヘ
ゥ
マ
ン
が
到
着
直
後
に
そ
れ
ぞ
れ
、
パ
レ
イ
ラ
、
ダ
ウ
エ
ス
に
代
っ
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
、
さ
ら
に
史
料

ら
、
一
次
史
料
と
し
て
使
う
の
は
適
当
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
呉
秀
三
は
こ
れ
を
引
用
し
た
の
か
謡
そ
れ
と
も
他
の
史
料
に
よ
っ
た
の
か
不

明
で
あ
る
。
航
海
中
に
船
員
が
死
ん
だ
場
合
、
当
時
の
海
軍
の
風
習
と
し
て
死
体
は
必
ず
海
中
に
葬
ら
れ
た
。
衛
生
観
念
か
ら
い
っ
て
も
、
船

中
に
死
体
を
置
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
ま
た
ポ
ン
。
へ
も
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ヶ
も
航
海
中
に
そ
の
よ
う
な
大
事
件
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
我
狗
は
、
士
官
の
死
は
航
海
中
と
い
う
よ
り
は
、
航
海
前
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
適
当
で
あ

る
と
の
結
論
に
達
し
た
が
、
そ
の
証
拠
は
オ
ラ
ン
ダ
側
の
史
料
に
残
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
、
現
地
で
の
調
査
を
進
め

た
。
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一
六
四
一
番
の
二
七
号
は
一
八
五
八
年
の
給
与
表
で
あ
る
。
一
八
五
七
年
の
も
の
と
大
き
な
差
は
な
い
が
、
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ヶ
の
日
記
に
も
記

さ
れ
て
い
る
一
八
五
七
年
十
二
月
の
二
名
の
隊
員
の
死
（
ス
テ
ヶ
レ
ン
ブ
ル
グ
お
よ
び
ダ
デ
ラ
ー
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
給
与
表
、
特

に
一
八
五
七
年
の
も
の
に
よ
っ
て
、
日
本
に
到
着
し
た
隊
員
の
氏
名
は
確
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
士
官
の
死
が
出
発
前
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
出
発
前
の
乗
組
員
表
に
何
ら
か
の
記
載
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
乗
組
員
表
は
史
料
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
我
々
は
こ
の
他
に
も
一
般
の
積
荷
記
録
の
中
に
頭
蓋
骨
ら
し
き
も
の
が
な
い
か
ど
う
か
調
査
し
た
。
ボ
ン
・
ヘ
が

手
荷
物
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
運
ん
だ
と
い
う
可
能
性
の
他
に
、
別
便
で
送
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
残

っ
て
い
る
多
く
の
記
録
は
織
物
な
ど
の
貿
易
品
で
、
私
的
な
も
の
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

国
立
文
書
館
の
調
査
で
は
十
分
な
史
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
次
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
海
事
博
物
館
で
ヤ
ー
パ
ン
号
関
係
の

史
料
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
こ
の
博
物
館
は
エ
ラ
ス
ム
ス
大
学
医
学
部
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
取
壊
さ
れ
て
街
中
の
別
の
ビ
ル

に
移
っ
て
い
た
。
こ
こ
の
話
で
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
を
出
る
船
舶
の
積
荷
記
録
や
乗
船
名
簿
は
す
べ
て
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
水
上
管
理
所
文
書
館

ン
『
ｏ
宮
座
〃
乏
具
の
扇
ｇ
ｏ
員
く
四
目
弱
。
言
ｇ
烏
冒
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
電
話
を
す
る
と
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

国
立
文
書
館
の
二
階
に
は
海
軍
関
係
の
史
料
を
保
存
し
て
い
る
第
二
部
局
が
あ
る
（
主
任
・
グ
ラ
ー
フ
氏
）
。
こ
こ
に
は
ボ
ン
。
へ
の
海
軍
に
お
け

る
経
歴
を
記
し
た
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
聾
四
日
ｇ
異
ｇ
営
胃
旨
？
○
酌
。
胃
ｇ
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
重
立
っ
た
人
物
の
経
歴
が
記
さ
れ

て
い
る
分
厚
い
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
ボ
ン
。
ヘ
が
海
軍
に
在
籍
し
て
い
た
時
の
任
官
と
昇
進
、
勤
務
と
任
地
、
戦
歴
、
摘
要
な
ど
が
書
か
れ
て

（
８
）

い
る
。
こ
れ
は
ボ
ン
。
へ
の
史
料
と
し
て
は
貴
重
な
も
の
で
、
す
で
に
大
滝
紀
雄
氏
に
よ
っ
て
、
詳
し
い
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い

わ
ば
公
文
書
で
あ
る
の
で
、
骨
の
事
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
グ
ラ
ー
フ
氏
の
話
に
よ
る
と
、
こ
の
部
局
で
ポ
ン
。
ヘ
に
関
す
る
も
の
は
こ

れ
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
我
為
は
こ
の
国
立
文
書
館
で
の
調
査
を
こ
れ
で
打
切
っ
た
。
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］
』
四
○
｝
宮
口
四
門
口
一
己
一
〕
①
国
営
》
Ｑ
〕
の
ぐ
”
昌
口
①
旨
、
○
｝
〕
の
Ｑ
①
］
酌
二
①
目
〕
》

我
だ
の
調
査
が
行
き
詰
っ
て
い
た
頃
、
ス
ハ
ウ
テ
ン
氏
８
尾
．
浮
言
員
目
元
王
立
熱
帯
研
究
所
長
）
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
ス
ハ
ゥ
テ
ン
氏
は

オ
ラ
ン
ダ
で
唯
一
の
ボ
ン
・
へ
研
究
家
で
あ
り
、
少
し
日
本
語
も
話
す
知
日
家
で
あ
る
。
氏
に
は
す
で
に
我
々
の
調
査
目
的
を
知
ら
せ
て
、
調
査

の
協
力
を
取
り
つ
け
て
あ
っ
た
。
そ
の
連
絡
と
は
、
ボ
ン
・
へ
自
身
の
論
文
Ｉ
日
本
に
お
け
る
医
務
椛
告
書
（
安
政
四
・
五
年
）
Ｉ
に
頭
蓋
骨

（
９
）

の
記
載
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
は
蘭
領
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
医
学
記
事
と
い
う
雑
誌
に
ボ
ン
・
ヘ
が
投
稿
し
た
も
の
で
、
日
本

で
も
ボ
ン
・
へ
研
究
家
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
昭
和
七
年
、
板
沢
武
雄
に
よ
っ
て
そ
の
大
筋
が
日
本
語
に
訳
さ
れ

（
Ⅷ
）
（
Ⅲ
）

て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ン
。
へ
は
同
内
容
の
も
の
を
英
語
で
王
立
ア
ジ
ア
協
会
の
雑
誌
に
投
稿
し
て
い
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
の
日
本
語
と
英
語
の
論

文
に
は
目
を
通
し
て
い
た
が
、
原
典
と
な
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
論
文
は
、
言
葉
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
の
で
十
分
に
読
ん
で
い
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
骨
に
関
す
る
記
載
は
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
論
文
に
だ
け
載
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
論
文
の
長
い
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

解
剖
学
教
育
に
つ
い
て
の
部
分
に
あ
り
、
次
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。

ロ
の
○
日
］
⑦
の
Ｑ
犀
巨
冒
旦
の
③
ロ
ミ
①
①
涼
巴
庁
９
葛
○
崗
号
〕
ず
①
宮
口
異
国
○
ぬ
鴨
ぽ
の
堅
号
の
○
門
①
爵
ｏ
ぽ
い
品
①
ぐ
の
ロ
）
席
ロ
日
旨
胃
①
ぐ
○
○
局
Ｎ
Ｏ
Ｃ
く
胃
の
彦
曾
胃
騨
弄
早

、
ｎ
ぽ
い
①
Ｑ
①
の
｝
骨
の
ぐ
四
コ
可
の
骨
夛
品
再
穴
の
ロ
○
つ
｝
〕
の
斤
一
邑
弄
回
向
ぽ
ぃ
口
頤
計
）
ぬ
巴
巨
弄
宍
』
ぬ
彦
回
ｇ
芦
穴
ぐ
①
庁
」
色
ｑ
①
員
肖
①
①
い
汁
①
ず
命
の
冒
旦
①
局
①
ロ
く
四
目
彦
の
庁
冒
昌
①
旨
い
、
置
屋
』
丙

は
一
九
四
○
年
の
ド
イ
ツ
軍
の
爆
撃
に
よ
り
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
そ
れ
以
前
の
文
書
は
全
て
灰
壗
に
帰
し
た
と
い
う
返
事
を
受
け
た
。

こ
の
返
事
は
、
い
わ
ば
我
々
の
希
望
を
打
砕
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ヤ
ー
・
ハ
ン
号
の
乗
組
員
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ン
、
ハ
ー
や
、
そ
の
時
積
込
ま
れ
た

荷
物
に
関
す
る
調
査
は
こ
れ
で
ほ
ぼ
不
可
能
に
な
っ
た
。

骨
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
傍
線
部
の
ほ
ん
の
二
行
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
英
語
に
訳
す
と
、

蜀
○
貝
匡
国
口
扁
与
》
胃
巴
時
①
四
Ｑ
》
、
岸
〕
画
旦
冒
昌
○
鷺
○
局
計
彦
の
び
○
国
⑦
い
○
『
骨
彦
の
一
〕
○
ユ
琶
画
。
Ｑ
巴
］
二
局
で
餌
具
吻
○
『
［
ず
①
砂
宍
巨
戻

と
、
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ン
。
へ
は
は
じ
め
か
ら
解
剖
学
を
教
え
る
目
的
で
、
日
本
に
来
る
前
に
骨
格
標
本
を
用
意
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ

Ｎ
○
○
・
四
〔
一
穴
向
帝
○
翼
①
○
一
○
狛
啓
⑦
頭
①
民
。
①
頭
堅
旦
員
〕
①
詳
岸
〕
命
ロ
ー
〈
酌
邑
ぐ
の
周
一
ｄ
一
頭
旬
ロ
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れ
ら
の
骨
は
全
身
骨
格
と
頭
蓋
骨
の
す
べ
て
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
ま
で
、
頭
蓋
骨
だ
け
を
追
っ
て
来
た
が
、
ポ
ン
・
へ
は

全
身
骨
格
も
持
っ
て
来
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全
身
骨
格
の
こ
と
に
つ
い
て
は
松
本
良
順
も
そ
の
他
の
ボ
ン
。
へ
の
門
下
生
も
何
も
語

っ
て
い
な
い
。
ボ
ン
・
へ
は
頭
蓋
骨
だ
け
を
良
順
に
贈
り
、
そ
の
他
の
全
身
骨
格
を
ど
こ
へ
や
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
で
持
っ
て
帰
っ
た
と
す

れ
ば
、
多
分
帰
路
の
船
の
難
破
（
カ
リ
プ
ソ
号
）
で
海
の
底
に
沈
ん
だ
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
、
養
生
所
に
残
し
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
ま
だ
日
本

の
ど
こ
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ボ
ン
。
へ
の
こ
の
記
載
は
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
疑
問
を
呼
び
起
こ
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、

こ
れ
が
、
そ
れ
ま
で
我
だ
が
発
見
で
き
な
か
っ
た
積
荷
記
録
に
代
わ
る
、
骨
を
持
参
し
た
と
い
う
証
拠
史
料
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
、
ポ
ン
・
へ
は
骨
を
ど
の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ
た
か

こ
の
記
載
が
今
回
の
調
査
で
我
々
が
知
り
得
た
オ
ラ
ン
ダ
側
の
唯
一
の
骨
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
ボ
ン
。
へ
の
「
日
本
滞
在
見
聞
記
（
ぐ
言

（
蛇
）
（
蝿
）

胃
の
昌
昌
四
冒
邑
）
」
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
し
、
カ
ッ
テ
ソ
ダ
イ
ヶ
の
「
長
崎
伝
習
所
の
日
々
」
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
前
者
は
ボ
ン
。
ヘ
が

日
本
か
ら
帰
っ
た
後
、
あ
る
程
度
記
憶
に
頼
っ
て
書
か
れ
た
日
本
滞
在
記
で
、
部
分
的
に
や
や
正
確
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
解
剖
学
に
関
し

て
は
、
教
科
書
、
教
材
の
話
は
出
て
く
る
が
、
肝
腎
の
頭
蓋
骨
や
骨
絡
標
本
の
こ
と
が
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
前
記
の
論
文
は
ボ
ン
・
ヘ
が
出

島
に
着
い
て
一
、
二
年
の
う
ち
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
間
に
骨
の
こ
と
は
ボ
ン
・
へ

の
記
憶
か
ら
消
え
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ヶ
の
日
記
は
か
な
り
詳
し
く
隊
員
の
行
状
や
隊
内
に
起
っ
た
出
来
事
を
記
し
て
い

る
が
、
骨
の
主
で
あ
る
士
官
の
死
の
こ
と
は
書
い
て
い
な
い
。
隊
員
の
死
と
い
う
の
は
隊
に
お
い
て
は
相
当
大
き
な
事
件
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
が
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
は
た
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
疑
わ
せ
る
も
の
で
さ
え
あ
る
。
こ
の

他
、
ス
ハ
ウ
テ
ン
氏
を
通
じ
て
、
ボ
ン
。
へ
の
私
文
耆
を
見
て
も
ら
っ
た
が
、
骨
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
日
本
で
は
解
剖
学

上
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
良
順
が
所
持
し
て
い
た
時
に
い
く
つ
か
の
逸
話
を
も
生
ん
だ
頭
蓋
骨
に
対
す
る
ポ
ソ
。
ヘ
や
オ
ラ
ン
ダ
側
の

無
関
心
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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青
年
士
官
の
死
と
篤
志
遣
体
の
遺
言
と
い
う
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
話
に
比
べ
て
、
大
学
の
標
本
を
持
参
し
た
と
い
う
の
は
全
く
面
白
味
の
な
い

話
で
あ
る
。
我
食
は
解
剖
学
者
と
し
て
、
こ
の
骨
が
篤
志
遣
体
の
第
一
号
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
し
か
し
、
冷
静
に
推
理
す
る
と
必
ず
し
も
そ
う

で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
史
実
と
し
て
は
良
順
の
叙
述
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
史
実
が
真
実
な
の
か
、
真
実
は
別
に
あ
る
の
か
。
我
々

は
解
剖
学
の
研
究
か
ら
歴
史
研
究
の
最
も
困
難
な
と
こ
ろ
へ
ま
で
来
て
し
ま
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

乗
船
前
に
骨
が
積
ま
れ
た
と
す
る
と
、
問
題
は
本
当
に
青
年
士
官
の
死
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
遺
言
通
り
、
ボ
ン
・
ヘ
が
骨
格

標
本
に
し
た
の
か
、
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
証
拠
と
な
る
も
の
が
発
見
で
き
ず
、
現
段
階
で

は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
別
の
可
能
性
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
推
測
の
域
を
出
な
い
。
別
の
可
能

性
と
は
今
ま
で
述
べ
て
き
た
骨
の
由
来
と
い
う
の
が
作
り
話
で
、
ボ
ン
。
へ
は
例
え
ば
大
学
の
解
剖
学
教
室
あ
た
り
か
ら
す
で
に
出
来
上
っ
て
い

る
骨
格
を
持
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
で
あ
る
。
も
し
青
年
士
官
の
死
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
骨
格
標
本
を
作
る
ま

で
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る
。
当
時
の
作
り
方
は
土
中
に
埋
め
る
方
式
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
’
二
カ
月
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ボ
ン

・
ヘ
が
日
本
へ
来
る
こ
と
が
決
っ
て
か
ら
出
発
ま
で
の
期
間
は
長
く
と
も
半
年
で
あ
る
。
は
た
し
て
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
一
方
、

当
時
は
土
葬
が
主
で
あ
り
、
死
体
は
教
会
の
地
下
な
ど
に
埋
め
ら
れ
た
。
墓
地
が
手
狭
に
な
る
と
し
ば
し
ば
骨
が
掘
り
返
さ
れ
、
古
い
も
の
は

路
傍
に
放
置
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
頭
蓋
骨
は
一
般
人
で
も
入
手
で
き
た
と
い
う
。
特
に
「
一
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
で
は
病
院
の
死

（
Ⅷ
）

者
の
ほ
と
ん
ど
を
病
理
解
剖
や
手
術
手
技
訓
練
の
た
め
の
死
体
解
剖
に
使
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
大
学
で
は
多
数
の
骨

が
保
存
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ボ
ン
。
ヘ
が
こ
れ
を
持
ち
出
す
と
い
う
こ
と
は
全
く
問
題
が
な
い
し
、
ま
た
ご
く
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ボ
ン
・
ヘ
が
骨
の
由
来
に
つ
い
て
何
も
書
き
残
し
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ
が
特
に
書
き
残
す
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
、
当
り
前
の
こ
と
で
あ
っ

た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
良
順
の
語
っ
た
骨
の
由
来
が
、
い
わ
ゆ
る
美
談
と
し
て
良
順
か
ボ
ン
。
ヘ
に
よ
っ
て
創
作
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
湧
く
。
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追
記

本
論
文
を
投
稿
後
、
東
京
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
第
十
三
号
骨
格
標
本
（
頭
蓋
骨
）
に
図
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
頭
蓋
骨
の
来
歴
を

記
し
た
書
簡
の
写
し
が
保
存
さ
れ
て
い
た
事
を
見
い
出
し
た
。
こ
の
写
し
は
封
筒
に
入
っ
て
お
り
、
標
本
と
一
緒
に
保
存
用
平
箱
に
納
め
ら
れ

て
い
た
。
封
筒
の
表
に
は
墨
で
「
明
治
廿
二
年
一
月
二
十
五
日
、
佛
國
婦
人
頭
骨
来
歴
、
織
田
信
徳
氏
書
簡
東
写
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま

今
回
の
調
査
に
当
っ
て
は
次
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
青
山
学
院
大
学
教
授
・
片
桐
一
男
氏
に
は
特
に
ハ
ー
グ
国
立

文
書
館
で
の
史
料
の
見
方
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
元
熱
帯
研
究
所
長
・
ス
ハ
ウ
テ
ン
氏
に
は
ボ
ン
・
へ
の
公
的
、

私
的
文
書
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
・
バ
ー
カ
ー
ス
氏
に
は
ボ
ン
・
へ
関
係
の
資
料
を
独
自
に
調
査
し

て
い
た
だ
き
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
日
本
学
科
・
ポ
ー
ト
氏
に
は
医
史
学
関
係
の
図
書
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
他
、
国
立
文
書
館
第
二

部
局
・
ド
・
フ
ラ
ー
フ
氏
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
海
事
博
物
館
ラ
ー
フ
ェ
ソ
氏
に
は
研
究
上
の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し

我
々
の
今
回
の
調
査
の
ヤ
マ
は
ヤ
ー
・
ハ
ン
号
の
乗
組
員
が
組
織
さ
れ
て
か
ら
乗
船
す
る
ま
で
の
半
年
間
位
の
ポ
ン
。
へ
の
周
辺
の
史
実
を
集
め

る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
海
軍
資
料
の
散
逸
に
よ
り
、
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
考
え
て
桑
れ
ぱ
、
海
軍
士
官
が
ボ
ン
。
ヘ
に
遺
志

を
語
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
極
め
て
私
的
な
こ
と
で
、
史
料
に
残
る
よ
う
な
事
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
今
と
な
っ
て
は
、
真
実
を
知
る

の
は
ボ
ン
・
へ
だ
け
と
考
え
る
以
外
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
士
官
の
死
と
遺
言
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
事
実
よ
り
も
重
要
な
の

は
、
ボ
ン
・
ヘ
が
良
順
に
そ
れ
を
語
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
ボ
ン
。
ヘ
が
五
年
間
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
教
育
の
開
拓
者

と
し
て
活
躍
し
た
後
の
日
本
の
医
学
の
発
展
と
若
い
優
秀
な
弟
子
達
の
将
来
を
祈
願
し
て
贈
っ
た
真
実
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

上
げ
る
。

本
研
究
は
昭
和
五
十
九
年
二
月
の
医
史
学
会
例
会
（
順
天
堂
大
学
）
で
発
表
さ
れ
た
。

四
、

お
わ
り
に
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織
田
悼
灌
一
氏
書
簡
易

砕
閏
婦
冬
も
魏
荷
一
稗
靭
一

右
愛
情
エ
ペ
久
耳
Ｉ
制
内
倒
ヨ
リ
泉
趣
準
）
《
誓
割
に

画
ゞ
汗
ぎ
し
者
了
川
向
閏
形
ｌ
毎
Ｗ
中
一
Ｍ
議
興
晶
采
７

額
肴
晶
占
人
頭
情
〃
俳
人
泉
，
羽
ｒ
、
‐
暴
菅
：
玄
一

画
，
‐
唾
岬
へ
擁
垂
・
隆
〃
綾
為
↓
｜
碓
Ⅱ
‐
白
ゞ
乳
靖
『
ｖ
」
息
Ⅲ
Ｉ

靖
蚤
二
〕
’
し
｜
フ
ヮ
老
』
我
灸
十
＄
逼
特
ゑ
う
嚴
崎
碓
一
術
‐

う
奉
退
電
寸
に
國
睦
１
鼻
」
３
－
‐
前
〈
異
清
蚕
一
亨
守
‐

婦
令
頭
椅
辱
道
念
書
ヲ
令
這
洞
が
人
基
ゞ
筵
》
」
ゞ
劃
－

基
え
ヲ
諾
し
芳
滞
》
』
了
蜂
朝
廷
”
１
嘗
篭
退
育
寺
，

久
晴
琴
》
零
基
ゞ
且
扱
備
ヲ
戎
鳥
妙
髻
－
や
一
〃
ｉ
‐

時
一
夫
閏
雛
後
与
久
逢
余
七
父
造
ヲ
醍
争
歩
創
成

号
読
ｆ
；
後
震
潅
二
坪
‐
大
働
き
‐
童
滋

支
ヶ
・
」
す
Ⅲ
‐

図2東京大学医学部解剖学教室第13号骨格標本の

来歴を記した書簡の写し

た
、
こ
の
墨
書
の
下
に
ペ
ン
字
で
「
此
頭
の
来
歴
疑
は
し

印
画
日
。
且
冒
顧
爵
が
賞
品
と
認
む
小
金
井
記
」
と
あ
る
。

書
簡
の
要
旨
は
「
文
久
年
間
に
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
ね
た
日
本

人
某
が
、
不
治
の
病
に
倒
れ
た
フ
ラ
ン
ス
婦
人
の
遺
言
に
よ

る
頭
骨
の
寄
贈
を
う
け
持
ち
帰
っ
た
標
本
」
で
あ
る
。
本
論

文
の
主
題
で
あ
る
第
一
号
標
本
と
こ
の
第
十
三
号
標
本
の
由

来
を
比
較
し
て
み
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
青
年
士
官
と
オ
ラ
ン
ダ

人
医
師
に
嫁
し
た
フ
ラ
ン
ス
婦
人
と
の
違
い
と
、
標
本
を
日

本
へ
持
込
ん
だ
人
物
と
の
違
い
を
の
ぞ
く
と
、
そ
の
背
景
は

同
一
の
台
本
で
語
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
時
代

も
文
久
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。

小
金
井
良
精
先
生
が
第
十
三
号
標
本
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
標

本
社
の
売
品
と
断
定
さ
れ
た
根
拠
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
書
簡
の
写
し
の
出

現
に
よ
っ
て
、
個
人
の
過
志
に
よ
る
医
学
教
育
骨
格
標
本
、

す
な
わ
ち
今
日
の
献
体
の
起
り
が
、
日
本
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の

青
年
士
官
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
推
察
の
可
能
性
は

極
め
て
薄
く
な
り
、
ど
う
や
ら
作
ら
れ
た
美
談
と
す
る
見
方

へ
軍
配
が
あ
が
っ
た
感
が
あ
る
。
な
ぜ
美
談
が
作
ら
れ
た
の
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か
、
あ
る
い
は
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
こ
の
点
は
興
味
を
抱
か
せ
る
が
、
別
に
考
察
し
て
み
た
い
。

ボ
ン
・
へ
は
日
本
で
の
西
洋
医
学
教
授
の
任
に
つ
く
旅
荷
の
内
に
少
な
く
と
も
一
個
体
の
頭
蓋
骨
を
入
れ
て
来
日
し
、
こ
の
頭
蓋
骨
を
用
い
て

解
剖
学
示
説
に
供
し
た
史
実
だ
け
が
残
っ
た
（
一
九
八
四
年
七
月
一
日
記
）
。

文
献

（
１
）
石
黒
忠
惠
懐
旧
九
十
年
。
博
文
館
、
昭
和
十
一
年

（
２
）
林
郁
彦
我
国
最
初
の
洋
式
病
院
長
崎
養
生
所
を
中
心
と
す
る
和
蘭
医
学
の
黄
金
時
代
。
中
外
医
事
新
報
一
二
一
五
号
、
昭
和
九
年

（
３
）
神
谷
敏
郎
胡
蝶
の
骨
ｌ
献
身
標
本
の
起
源
を
探
る
ｌ
ｏ
Ｕ
Ｐ
、
第
十
巻
六
号
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
六
年

（
４
）
鈴
木
要
吾
蘭
学
全
盛
時
代
の
蘭
晴
の
生
涯
。
東
京
医
事
新
誌
局
、
昭
和
八
年

（
５
）
呉
秀
三
徳
川
時
代
に
渡
来
し
た
外
人
と
学
問
上
に
接
触
し
た
る
日
本
人
（
第
三
十
九
回
）
。
中
外
医
事
新
報
二
七
二
号
、
昭
和
六
年

（
６
）
松
本
良
順
閲
鴫
翁
昔
日
謀
。
医
海
時
報
三
百
号
、
明
治
三
十
三
年

（
７
）
宮
永
孝
ポ
ン
。
へ
書
簡
に
つ
い
て
。
医
史
学
会
例
会
（
一
月
）
昭
和
五
十
九
年

（
８
）
大
滝
紀
雄
ボ
ン
・
へ
と
日
本
医
学
。
緒
方
富
雄
編
、
蘭
学
と
日
本
文
化
所
載
、
東
大
出
版
会
、
昭
和
四
十
六
年

（
９
）
胃
日
胃
ぐ
沙
昌
旨
①
①
ａ
円
く
・
ｏ
員
》
』
炉
。
》
ぐ
の
邑
侭
。
ぐ
９
号
の
。
こ
く
①
旨
の
目
印
昌
吻
の
ｇ
命
の
吻
言
冒
島
鴨
目
ｇ
風
呂
胃
弄
国
画
且
口
２
９
画
ｇ
］
巨

］
騨
己
画
目
》
○
ぐ
角
扁
３
の
ロ
扇
認
．
⑦
⑦
旨
①
①
鳥
屋
己
島
輯
弓
等
号
ｏ
胃
喜
ぐ
○
○
吋
ｚ
ａ
ｑ
言
国
ａ
ｍ
号
言
会
か
ぐ
○
］
・
寡
お
甲
習
い
扇
＄

（
皿
）
板
沢
武
雄
ボ
ン
・
へ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
の
日
本
に
於
け
る
書
務
報
告
書
（
安
政
四
、
五
年
）
に
つ
い
て
。
中
外
医
事
新
報
、
二

（
皿
）
弓
○
日
も
①
く
四
目
彦
畠
の
胃
ｇ

ｍ
ｏ
ｇ
２
く
．
ｚ
Ｆ
目
．
胃
酌
切
④

Ｌ
Ｌ

（
理
）
ボ
ン
。
へ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
日
本
滞
在
見
聞
記
（
沼
田
次
郎
、
荒
瀬
進
共
訳
）
。
新
異
国
鍍
書
、
昭
和
四
十
三
年

（
蝿
）
カ
ッ
テ
ン
ダ
イ
ヶ
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
日
々
（
水
川
信
利
訳
）
。
東
洋
文
庫
、
二
十
六
、
昭
和
三
十
九
年

（
皿
）
呼
昌
可
畠
〉
国
・
叩
冨
の
＆
ｅ
巴
固
号
の
：
○
口
旨
一
言
ｚ
①
号
①
号
昌
烏
旨
昏
①
ご
吾
鳥
。
冒
曼
．
冨
冒
ｇ
四
騨
喜
＆
）
ら
沼

神
谷
敏
郎
筑
波
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
、
茨
城
県
新
治
郡
桜
村
天
王
台
一
’
一
’
一
、
電
話
（
○
二
九
八
’
五
三
’
三
四
一
六
）

金
沢
英
作
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
、
松
戸
市
栄
町
西
、
二
’
八
七
○
’
一
、
電
話
（
○
四
七
三
’
六
八
’
六
一
二
）

（
、
）
板
沢
武
雄
ボ
ン

八
八
号
、
昭
和
七
年

く
四
巨
冒
の
旬
艮
禽
●
く
Ｃ
Ｏ
員
］
・
Ｐ
Ｃ
・
酌
○
昌
三
⑦
聾
宮
口
く
具
昌
①
ｚ
四
日
国
一
陣
〕
尉
昌
８
め
言
］
畠
国
巨
．
』
．
ｚ
ｏ
畠
〕
○
三
目
色
犀
“
色
胃
｝
』
届
○
冒
嵩
シ
爵
一
胃
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OntheHistoryoftheSkullBroughttoJapanby

PompevanMeerdervoort

by

ToshiroKAMIYAandEisakuKANAZAWA

苛
画
寸

Dr.J.L.C.PompevanMeerdervoortwasamedicaldoctorwhostayedinJapanfroml857to

1862asamemberofthe2ndDutchnavaldetachment.Hewasthefirstmanwhobrought・sys-

tematicEuropianmedicaleducationandrnodernclinicaltechniquetoJapan.Befbregoingbackto

hiscountry,hegaveaskullwhichwasusedintheteachingofanatomytoDr.Matsumotowho

wasthefirststudentinPompe'sschool.Dr.Matsumotosaidthattheskulloriginatedfi､omthe

cadaverofanavalo髄cer,Pompe'sfiiend,whodiedjustbefbrecomingtoJapan.Whenhedied,

hesaidthathewouldliketogivehisownskulltoDr.Pompeandaskedhimtobringitto

Japanasanatomicalmaterial.Nobodyknowswhetherthestoryaboveistrueornot.

WemadearesearchintheNetherlandsonthehistoricalmaterialsaroundPompeandthenaval

detachmentinl856orl857.Amongmanyhistoricalrecords,lettersandsoon,weibundtheDutch

Scientificpaper:writtenbyPompeinwhichtheskullwasbroughtbyPompe.However,thereis

nocon6rmationinthematerialsthattheskullwasfomthenavaloHicer.Thedimcultyinfinding

recordsofnavaldetachmentwasduetotheGermanbombingofRotterdaminl940.Theimpor-

tanthistoricalrecordsbefbreitwerecompletelydestroyed.

（
寺
①
）


